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□国連世界交通安全週間とは 
国連世界交通安全週間（UN Global Road Safety Week）は、国際連合の専門機関である世
界保健期間（WHO）が提唱する世界的な交通安全キャンペーンです。近年では 2 年に 1 度
のペースで開催されており、歩行者や子どもの交通安全をテーマに、活動が行われてきまし

た。

第 5回目を迎える今回のキャンペーンは
5 月 6 日～12 日に開催され、テーマは
「SpeakUp、道路利用者の声を上げよう」
です。道路利用者が普段感じた危険につい

て、それぞれが声を上げ、解決策を考える

ことを目的としています。

□なぜＪＡＦが協力するのか 
JAFは、国際的なモータースポーツ統轄機関である FIA（国際自動車連盟）に加盟してい
ます。FIAはモータースポーツ統轄機関としての活動の他、もう一つの重要な活動として、
国際的な交通安全の啓発にも力を注いでいます。FIA会長のジャン・トッド氏は、国連の交
通安全特使に任命されており、各国から加盟する自動車連盟（日本では JAF）を通じて、道
路利用者の国連世界交通安全週間への参加を呼びかけています。JAFは FIAファミリーの一
員として、日本国内におけるキャンペーンの展開に協力しています。

□日本での活動 
JAFでは、交通安全活動の一環として、信号機のない横断歩道における車の一時停止を啓
発し、交通マナーの向上を呼びかけています。この活動の一環として、国連世界交通安全週

間を支援し、道路利用者の皆さまが実際に危険を感じた体験談を、5月 6日～12日の国連世
界交通安全週間に合わせて SNSで発信していただけるよう啓発を行っています。

【参考】思いやりティ ドライブ（Omoiyalty Drive）キャンペーン 

JAFでは、「街をゆく全てのクルマが思いやりをもって運転すれ
ば、より安全な交通社会が成り立つはず」という想いを込め、

2016年 11月より“思いやりティドライブ キャンペーン”を実
施。“思いやりのある優しい運転”を“思いやりティドライブ”

と称し、ドライバーに“思いやり”をもった運転とその賛同をひ

ろく呼びかけています。 

テーマのひとつに“信号機のない横断歩道での一時停止”があ

り、実態調査結果の公開や日本の交通マナーについて海外の方を

対象に行ったアンケート結果、インタビュー記事の公開など安全

な交通社会の成立のためひろく活動しています。賛同者は 2019
年 3月末現在で 45,000名以上の方に賛同いただいています。 

思いやりティドライブ キャンペーン：https://omoiyalty.jp/

キャンペーンロゴ 

Omoiyalty Drive TOP ページ 


